
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

七

九

号

島
尻
安
伊
子
沖
縄
担
当
大
臣
の
訪
米
時
の
講
演
内
容
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

仲

里

利

信
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島
尻
安
伊
子
沖
縄
担
当
大
臣
の
訪
米
時
の
講
演
内
容
に
関
す
る
質
問
主
意
書

去
る
十
二
月
三
日
、
戦
略
国
際
問
題
研
究
所
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
か
ら
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
、
科
学
技

術
政
策
、
宇
宙
政
策
）
と
し
て
、
講
演
依
頼
を
受
け
た
島
尻
安
伊
子
大
臣
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
�
Ｃ
�
に
お
い
て
講
演
を
行
っ

た
。
そ
の
際
、
普
天
間
飛
行
場
の
一
日
で
も
早
い
返
還
の
た
め
に
は
、
今
の
日
米
合
意
で
あ
る
名
護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
計
画

を
早
期
に
推
進
す
べ
き
だ
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
普
天
間
飛
行
場
の
跡
利
用
は
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
と
し
て
の
日
米
両
政
府
主
導
で

進
め
る
べ
き
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
講
演
内
容
は
、
沖
縄
県
民
の
民
意
や
思
い
を
全
く
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
県
民
不
在

の
発
言
と
し
て
批
判
が
相
次
い
で
い
る
。

そ
こ
で
お
尋
ね
す
る
。

一

沖
縄
担
当
大
臣
は
、
内
閣
府
設
置
法
第
四
条
第
一
項
第
十
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
及
び
第
三
項
第
十
八
号
か
ら
第
二
十

二
号
ま
で
に
基
づ
き
所
掌
事
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
島
尻
大
臣
は
、
沖
縄
担
当
大
臣
と
し
て
同
法
で
定
め
る
所
掌
事
務

を
遂
行
し
、
ま
た
沖
縄
県
民
の
思
い
や
民
意
を
酌
み
取
り
、
寄
り
添
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
や
心
配
り
を
行
っ
て
い

る
か
。

二

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
�
Ｃ
�
で
の
講
演
内
容
は
、
沖
縄
担
当
大
臣
と
し
て
、
内
閣
府
設
置
法
や
沖
縄
県
民
の
思
い
・
民
意
に

一



沿
っ
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
。

三

辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
に
反
対
す
る
翁
長
知
事
を
始
め
衆
議
院
議
員
四
名
の
当
選
、
県
民
の
八
割
が
反
対
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
な
ぜ
講
演
で
話
さ
な
か
っ
た
の
か
。

四

質
問
三
に
関
連
し
て
、
島
尻
大
臣
が
講
演
し
た
内
容
や
発
言
は
、
ア
メ
リ
カ
の
市
民
や
米
国
政
府
関
係
者
、
そ
の
他
米
国

在
住
の
自
然
保
護
団
体
関
係
者
等
に
沖
縄
の
実
情
を
誤
っ
て
発
信
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。

五

講
演
に
お
い
て
、
島
尻
大
臣
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
性
の
除
去
や
辺
野
古
新
基
地
建
設
問
題
に
関
し
て
県
民
の
民
意

を
代
弁
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
断
言
し
た
が
、
沖
縄
県
民
の
民
意
は
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
一
昨
年
の
知
事

選
や
衆
議
院
議
員
選
、
名
護
市
長
選
、
各
種
世
論
調
査
結
果
等
で
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
島
尻
大
臣
は
断
言
で
き
る

の
か
。

六

講
演
で
は
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
返
還
後
の
跡
地
利
用
に
関
す
る
青
写
真
を
日
米
両
政
府
が
描
き
、
沖
縄
を
医
療
や
軍
事

面
に
お
け
る
「
新
日
米
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
同
盟
」
の
拠
点
と
位
置
づ
け
、
県
民
不
在
の
議
論
を
進
め
て
い
る
過
程
を
浮
き
彫
り

に
し
た
と
の
批
判
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


